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   Many food dyes are widely used as food additives in Japan, and many investigations have 

been pointed the problems of safety of these food dyes used in Japanese food. There are two 

types of commercial food dyes, one is synthetic dyes and the other is natural dyes. 

   Recently Japanese food is not stained so colourfully, but is stained faintly in colour near to 

natural food by using of mixed synthetic dyes. On their hand, many consumers have a tendency 

to prefer natural food dyes because they have much more doubt on safety of synthetic food 

dyes. 

   Many natural food dyes such as Carminic acid, Monascoruburin, Laccaic acid and Crocin 

extracted from natural materials are widely used as safe food additives. Natural food dyes are 

not controlled unlike synthetic food dyes at present, although the safety of them is not yet 

confirmed. 

   In this paper, also these problems are discussed in relation to consumer's social attitudes.

1.は じ め に

近年社会問題 として食品添加物の問題は40

年代 をピークに論議 され関心 を集めて きた.

チクロ,AF-2,赤 色2号 などの禁止措置 を

契機 として食品添加物の再点検(規 則強化)

が行 なわれ,こ れに対応 して消費者の間で合

成添加物の安全性に対する不安が高まり,食

品添加物の使用に際 して化学的合成品の見直

しの必要性が問われてきたわけであるが,最

近では一般の消費者の意識が ともすれば うす

らぎつつある感 もある.行 政的にも化学的合

成品であるタール系色素,合 成甘味料,合 成

保存料,合 成殺菌料な どの一部の合成添加物

の規制指定を解除 されるものが生 じた.

食生活の多様化,省 力化に伴ない食品添加

物の加工食品への使用がます ます増加する中

で今後研究者,消 費者,行 政のあ り方が問わ

れなければならない.

とくに消費者の面からみるとき昭和40年 代

前半にはじまった食品添加物に対する批判の

中で,合 成着色料は最 も不信感の高い食品添

加物の1っ になり,欧 米からの波及も受けて

消費者運動によって合成添加物が問題 となり
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なかでも合成着色料はあたか も毒物であるか

のようなイメージが定着 し,そ れを使用 した

食品類が消費者か ら敬遠 されるような傾向が

出は じめた.さ らに最近では化学的合成品に

対する不信感から天然物指 向へ と消費者の要

求は変わってきた.こ のような状況の もとで

市場では従来の合成着色料でどぎつ く着色 さ

れた食品は減 り,自 然に近い色合いで着色 さ

れた ものや,こ れらの化学的合成品にかわっ

て天然色素 をもとにした天然着色料で着色 さ

れた食品が多くみられるようになった.し か

し天然着色料は添加物の規制対象外であ り,

現在のところ使用基準や安全 陸の面でいまだ

問題点が明 らかにされていない.

そこで筆者は現在市販されている食品の着

色料の使用実態を調査するとともに,こ れら

の着色料に関する消費者の意識面について(と

くに最近の傾向としてみられる天然指向につ

いて)調 査 し,食 品衛生学上の問題を明らか

にしようとした.

II.着 色料の使用実態 について

II-1.市 販食品における合成着色料の実態

主な合成着色料のタール系色素はρ一ルタ

ールの蒸留によって得 られるベ ンゼン ・トル

エン ・キシレン ・ナフタリンなどの芳香族炭

化水素を原料 とし,こ れか ら中間体を製造し

合成 されたものである.

こ うした合成着色料(タ ール系着色料)は

発ガン性があるなどの理 由で年々指定削除が

行なわれ,現 在では赤色2号 ・3号 ・102号 ・

104号 ・106号 ・黄色4号 ・5号 ・緑色3号 ・

青色1号 ・2号 の11種 類が許可されている.

しか し最近 さらに赤色104号 を中心 とした100

番代や赤色2号 の毒性が問題 となってお り,

FAO(国 際連合食糧農業機関)で は数多い

タール系色素の中で比較的安全なのは赤色2

号,黄 色5号,黄 色4号 の3種 にす ぎないと

発表 している.に もかかわらず我々の数回の

予備調査では相変 らず多種の合成着色料を用

いた加工食品が出まわり,し か もそれは自然

色に近いものを用いている.つ まり科学的分

析による毒性の吟味よりも,合 成品 とか自然

色に近いとかい う心理的要因で市場が支配さ

表1市 販食品の合成着色料分析結果

種類 検 体 名 検体数 使 用 の 着 色 料

オレンジジュ_x 3 黄色4号
清
涼 オレンジ(粉未)ジュース 4 黄色5号

飲料 ●オレンジジュース 3 黄色4号 ・赤色105号

イチ ゴジュース 3 赤色2号

計
⑳

イチ ゴジュース 3 赤色3号

イチゴ(粉未)ジュース z 赤色102号

●グレープ ジュース 2 黄色4号 ・赤色3号 ・赤色1号

ア イチゴ氷 3 赤色2号
イ
ス メロンシャーベ ット 1 色3号 緑色3号
ク
リ
ー
ム

●チ ョコレー ト

オレンジ

3

2

赤色2号 ・黄色4号 ・青色1号

黄色4号

(ll) ●あず き 2 赤色2号 ・黄色4号 ・青色2号

イチ ゴドロップ 3 赤色3号
キ
オレンジ ドロツプ 4 黄色5号

ヤ ●オレンジ ドロツプ 2 黄色4号 ・赤色104号

ン レモンドロップ 1 黄色4号

マスカッ ト 1 緑色3号
デ
グレープ 2 赤色2号 ・青色1号

i グレープ 2 赤色2号

●コー ラ飴 2 赤色3号 ・黄色4号 ・青色1号

(19)
コー ヒーキャンデー i 赤色3号 ・黄色4号 ・青色1号

金平糖 i 青色1号

ゼ ●グレープゼ リー 2 赤色2号 ・青色1号

丿

ーヒ

●オレンジゼ リー

℃ メロンゼ リー

3

1

黄色4号 ・赤色102号 ・赤色104号

黄色4号 ・緑色3号

(9) ス トロベ リーゼ り一 3 赤色3号

紅 しょうが 3 赤色104号
漬
紅 しょうが z 赤色3号

紅 しょうが 3 赤色102号

物 うめぼし漬け 2 赤色3号

●福神漬け 2 赤色104号 ・黄色4号

●福神漬け 3 赤色102号 ・黄色5号

しば漬け 3 赤色5号

味曽漬け 3 黄色4号

⑳
たくあん漬け 4 黄色4号

キムチ漬け 2 黄色4号

くきわかめ z 黄色4号
惣
煮 豆 z 黄色4号

水菜水煮 2 緑色3号

菜 さくらえび 1 赤色102号

グリーンピース(缶詰) 2 赤色3号

チエリー(缶 詰) 2 赤色3号

かまぼこ 3 赤色3号

●でんぶ(茶色) 2 赤色2号 ・黄色5号

(1&
●でんぶ(橙 色) 1 黄色4号 ・黄色5号

でんぶ(桃色) 1 赤色106号
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れている傾向が強い.

そこで筆者は本研究の第一段階 として実際

に市販されている食品に どのような合成着色

料が使用されているかを把握するために,消

費者の最 も利用頻度が高いと思われ る加工食

品(ス ーパーマーケッ トを中心に購入した)

について合成着色料の分析を行 なった.

分析法は食品衛生法験{に よるペーパーク

ロマ トグラフィ法を用いた.分 析に選択 した

食品は表1に 示 した104検 体である.

表2配 合色素の割合

色 調 配 合 の 割 合

ト マ ト 色
赤色102号 ・赤色106号 ・黄色4号 ・黄色5号

32161636

オ レ ン ジ 色
赤色105号 ・黄色4号

3565

チ ョコ レ ー ト色
赤色3号 ・黄色4号 ・青色1号

25-6015

さ く ら え び 色
赤色102号 ・赤色106号 ・黄色5号

64234

ス トロベ リー色
赤色2号 ・黄色5号

7327

た ま ご 色
赤色104号 ・黄色4号

595

あ ず き 色
赤色2号

43

黄色4号

32

青 色2号

25

ぶ ど う酒 色
赤色2号

75

黄色4号

21

青色1号

4

メ ロ ン 色
黄色4号 ・緑色3号

8713

チ ェ リ ー 色
赤色3号 ・赤色105号

6832

全体的に赤色系 ・黄色系の使用が多く緑色

系 ・青色系の使用が少なかった.と くに青色

1号 の単品での使用は今回の分析では1検 体

のみであった.

表の●印のように赤色105号 と黄色4号 を

配合 してオレンジ色 を合成する といった配合

色素を使用 しているものが29検 体あったが全

体の7割 は単品の色素 を使用 していた.

配合色素については従来用いられている方

まに もとづ き実験 したところ表2に 示すよう

な配合率で容易に配合できることがわかった.

今回分析 したものの うち漬物類,惣 菜類に

はいまだ色の濃い着色が 目立つが,全 体 とし

ては着色が うす くなった傾向が うかがえた.

グレープジュースのグレープ色などのような

配合色素でソフ トな色調でより自然色 を真似

たものが多かった.心 理的に自然色に近づけ

るため1つ の食品に数種の色素を添加すると

いう事実は安全性の点から見のがせない問題

である.

II-2.天 然着色料の使用実態 と問題点

合成着色料にかわって最近市販の加工食品

に使用が増 している天然着色料については厚

生省における昭和52年 から53年 にわたっての
ヨ　

天然添加物の実態調査 をスター トに各種 の研
の 　ユの

究機関で実態の把握が進められている.

現在天然着色料 として使用されている天然

色素は表3に 分類され,赤 紫色系 ・赤色系 ・

橙色系 ・黄色系 ・緑色系 ・青色系がある.

表3天 然色素の分類

植 物 色 素

クチナ シ ビー トレッ ド ベ ニバナ

ウコン シソ カロチン アナ トー

グレープ スキン エ キス トラ ク ト

動 物 色 素 コチニール ラッカイン酸

鉱 物 色 素 ベンガ ラ ウル トラマ リン

微生物色素 紅麹色素(モ ナ スカスブ リン)

加 工 色 素 カラ メル

(FoodIndustryVo1.21,No.5.,1979)

このような天然着色料の使用実態を知るた

めに市場調査(ス ーパーマーケットを中心に)

をしたところ表4に 示すようなものに使用さ

れているこ とがわかった.菓 子類はすべて1

箱100円 程度の子供が好んで選びそ うなもの

で,天 然着色料使用の表示が明確に記されて

お り 「天然 ものなら安全」 という天然指向型

の消費者の購買欲を誘 っている.天 然着色料

の色調 はいずれ も淡いシャーベ ットトーンで

ある.ま た菓子類以外のプ リンや ドレッシン

グ,ソ ースなどの食品にも数種のメーカーで

天然着色料 を使用 していることがわかった.
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(注 ・菓子類の包装や容器についている絵は

子供の購買欲 を誘 うような派手なものが多く,
「玩具菓子」などは菓子そのものよりもつい

ているオモチャの方に重点が置かれている.

これ らに使用 される着色料 とその滲出性につ

いては別の新たな問題である.さ らにアップ

ル味,オ レンジ味など天然物を連想 させ るよ

うな説明がついているものが多い.)

表4天 然着色料使用の菓子類等

表5

厚生省における使用実態調査でリストされた天然着色料

アナ トー色素,ウ コン色素,カ カオ色素,カ ラメル,カ

ロブ色 素,血 色素,ク チナシ青色素,ク チ ナ シ黄色素,ク

チナ シ緑色素,ク ロロフ ィル,コ チニール色素,コ ウ リ

ャ ン色素,コ ー ン色素,シ ソ色素,ト マ ト色素,ニ ンジ

ン色素,ハ イビスカス色素,パ プ リカ色素,ビ ー トレ ッ

ド,ブ ドウ果皮色素,ベ ニバナ色素,ベ ニバナ黄色素,

ベ リー類色素,モ ナ スカス色素,ラ ック色素

ソフ トキャ ンデー(3)オ レン ジキャ ンデー ア ップル

キャンデー 玩具菓子(5)清 涼菓子(ジ ューC,ソ ー

ダ ラム ネ)チ ヨコレー ト菓子(4)準 チ ヨコレー ト菓

子(6)ゼ リー菓子(3)粉 末ジュース(4)カ ッ トガ

ム(5)(い ちご,う め,ア ップル等)フ ーセ ンガム(2)

(い ちご,レ モ ン)ス ナ ック菓子(6)

プ リン アイスクリーム 乳飲料 ドレッシング ソース

カ レー粉 麺類 ウ ィンナー ソーセー ジ

()内 は メーカー数

実際に市場で使 われている天然着色料は厚

生省の使用実態調査によると表5の ように多

種類であり,ま た加工食品への使用状況は東
の

京都都民生活局の分析でも明 らかなように,

従来の着色料にかわって清涼飲料から惣菜類,

ソース類にいたるまで多種 の食品にみ られ今

後は一層使用が増す もの と思われる.

天然色素はその化学的性質上 多くの問題が

ある.表6に 示す ように不安定な ものが 多く

実用上の使用法がむずか しく,抽 出色素の性

質の違いか ら混合色 をつ くることが困難なこ

となど問題が多い.

表6天 然色素の安定性

色 素 名 pH 熱 光 食 塩 砂 糖 酸化物 還元物 酸 塩 基 金 属

カ ー サ ミン イエ ロー 色調 不変 0 D 0 0 D 0 O D ±

ク ロ シ ン 〃 D X △ 0 X 0 D △ ±

ア ナ ト ー 〃 D X 0 0 X 0 X O 一

β 一カ ロ チ ン
〃 0 X O 0 X 0 D 0 一

リ ボ フ ラ ビ ン 〃 D X 0 O 0 D O X 一

ラ ッ カ イ ン 酸 著しく変化 ◎ X △ 0 △ 0 0 X 十

コ チ ニ ー ル 〃 0 X 0 0 O 0 0 X 十

クチナ シ青 色 素 不 変 0 0 0 0 O 0 D 0 十

ビ ー ト レ ッ ド
!, X X 0 0 0 0 0 X 十

グレープスキン色素 変 化 D X 0 0 X 0 0 X 一f一

ク ロ ロ フ ィ ル 不 変 O X O 0 X D X O 冖

紅 麹 色 素 〃 0 X 0 O X 0 0 0 一

ク ル ク ミ ン 変 化 △ X 0 0 X 0 O △ 十

◎ …非常 に安定 ○…安 定 △ …やや安定 ×…不安定(出 典:野 崎,FoodIndustryVol.21,No.5,1979)

十…影響 あ り 一…影響 な し ±鉄 イオンの影響 あ り

また天然色素の一部は人間の長い歴史の中

で使用されてきたものとはいえ,科 学的な安

全性の確認は全 くされておらず問題点が問わ

れるべ きであろう.ア メリカやEC諸 国にお

いてはすでに規制が行なわれ,WHOで は天

然着色料の一 日摂取許容量を発表 している.

にもかかわ らずわが国ではいまだ規制がな く,

また表示 も義務づ けられておらず今後の課題

は大きい.

III.着 色料 の使用意識 について

着色料の使用実態については前述のようで

あるので次にこれらの着色料に対する一般消

費者の意識(と くに加工食品購入時における)
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についての調査結果を報告する.

調査対象は新潟市内の小学校児童家庭の主

婦560,調 査時期は昭和56年8月 ～9月,有

効回収数は527(94.1%)で あった.

回収の結果,主 婦の年令は26才 ～46才 でそ

の年代別の回収分布は20代 が21人,30代451

人,40代55人 と大半が30代 であった.結 果は

表7-1～6に 示 した.

表7-1 N=総 数

米Q1.あ なたは加工 された食品 をお買いになる時に 「着

色料」が使 ってあるか どうか,気 をつけて見 る

ように していますか.N=527

iま レ、…。。・・。・80%レ 、レ、え。・…。。・・20%

・Q2.あ なたは加工 された食品に色 をつけるため に,

着 色料 を使 うこ とをど う思 いますか.こ の中か

らあなたのお気持 に近 いもの を一つ選 んで下 さ

い.N=532

1.積 極的に活用す るのが よい0%

2.む やみに濫用 さえしなけ ればよい……10%

3.な るべ く使わな いほ うが よい59%

4.全 然使 わない ようにすべ きだ16%

5.食 欲 をそそ ることもあ るので一概 にいえな

い15%

るで あろ う.

表7-2

Q3.着 色料 には合 成着色料 と天然着色料(天 然 色素)

があ りますが御 存知ですか.N=519

1.合 成着色料 を知 っている21%

2.天 然着色料 を知 っている ゜3%
、3
.両 方 とも知 っている76%

Q4.現 在,合 成着色料 と天然着色料の どち らが よ り使

われ てい ると思 いますか.N=526

1.合 成 着色料

2.天 然着 色料

3.

4.

両 方

わか らない

73%

5%

7%

15%

食品添加物の問題が激 しく論議 されていた

昭和41年 に科学技術庁が質問1と まった く同

じ内容で質問調査 を行 なっている.そ の調査
i2)

結果では着色料 を使っているか どうか注意 し

て加工食品を買 うもの とそうでないもの とは

相半ば しているが,本 調査では 「注意 して買

う」 ものが大半 を占めていた.前 述 した消費

者の着色料への関心の低下は表面上のことで,

実際には関心が高 く続いているのかもしれな

い.あ るいは今回対象が小学校児童家庭の主

婦であるために関心度が高いということも合

わせて考慮しなければな らない.

質問2も 科学技術庁の食品添加物調査項 目

と同 じものであるが,着 色料 を使 うことにつ

いての考え方 としては報告 と同率で 「なるべ

く使わないほ うがよい」 という意見が強い.

しかし 「全然使わないようにすべ き」 とい う

きびしい意見を選んだものが報告の2倍 であ

った.こ れもやは り関心度の高さを示 してい

質問3で は合成着色料 と天然着色料の両方

を知っているものが大半を占めてお り,着 色

料の使用については,合 成着色料が より使わ

れていると思 うものが多い.さ らに購入時の

意識 をみ る質問では 「天然着色料使用の食品

を選ぶ というものが87%と 大半で,最 近の消

費者の天然物指向が うかがえる.ま た12%が

どちらも選ばないという意見に賛成 し,両 方

の着色料に対する疑念を示している.

表7-3

Q5.着 色料 を添加 した食品では,合 成 着色料 と天然着

色料 の どちらの食品 をお買いにな りますか.

N=504

1.合 成着色料が添加 され た食品を選 ぶ……1%

2.天 然着色料が添加 され た食品を選 ぶ……87%

3.着 色料が添加 され たものはどちら も選 ばな い

12%

Q6.天 然着色料 をお選びに なった理由 は次 の うち どれ

に あては まりますか.N=450

1.合 成 着色料 よ りも人体に害が な く安全 だ と思

われ るか ら

2.色 が 自然に近いか ら

78%

15%

3.天 然着色料 な らまった く安全 だ と思 えるか ら

6%

4.合 成着色料 で着色 された ものよ りも食欲 をそ

そ るか ら 1%

質問5で 天然着色料 を選択 した理由として,
「合成着色料 よりも安全だ と思われるから」

という意見 を選んだものが78%で 「色が自然

に近いか ら,「天然着色料ならまったく安全だ
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と思えるか ら」 という意見は少ない.や は り

合成着色料の安全性により強い不安 をもって

いることが考察される.

表7-4

Q7.現 在,加 工 食品に使 われて いる着色料 は体 に悪い

影響が ある と思 いますか.

1.合 成着色料 についてN=536

あ る………71%な い………1%

わか らない………21%

2.天 然着 色料 につい てN=514

あ る………16%な い………24%

わか らな い…… …60%

着色料の安全陛についての質問で 「合成着

色料は体に悪い影響がある」 と思 うものが高

率 である.ま た天然着色料については 「わか

らない」 と答えたものが多い.こ れは天然着

色料の危険性が心配 されているに もかかわら

ず,学 会で も天然着色料 に関しての資料が不

十分であり,し たがって一般の消費者の知識

が定着 していないのも当然であろう.

表7-5

子供のおやつを買う時の意識については 「天

然着色料が添加 されているものを買 う」 と答

えたものが過半数を占め,こ こで も最近の天

然物指向がうかがえる.ま たその他の意見 と

して 「なるべ く色の濃いものはさけるが子供

がほしがるなどの理由でやむ を得 ず着色料の

入った食品を購入 している」 というような15

人の所見があった.

表7-6

Q8.家 庭で,加 工 食品やおやつ を作 る時に,着 色料 を

お使 いになるこ とがあ りますか.N=513

あ る13%な い87%

Q9.Q8.で 「ある」 と答 えた方 は,具 体的 に何 をお作

りにな ります か.

例

1.食 品名(紅 しょ うが)

(57人 ・63品 目)

2.着 色料 の種 類

(合成着色料(58品 目),天 然着 色料(5品 目))

3.色(赤 色)

(赤色 ・黄 色 ・緑 色)

Q10.あ なた はお子様のおや つを買 う時に,菓 子類や清

涼飲料水等に添加 され てい る着色料の表示 に気 を

つけて いますか.N=514

1.天 然着色料添加 の もの を買 うよ うに してい る

58%

2.合 成着色料添加 の もの を買 うよ うに してい る

3.ど ちら も買わない

4.気 にせ ずに買 う

1%

12%

29%

家庭での着色料の使用についての質問では
「使 うことがある」ものは68人 で㌧ その食品

については表8に 示した.赤 飯に合成着色料

の赤色を使用 しているものが24人 もおり,次

いで寒天寄せ,桜 餅,た くわん漬 などが 多く

表8に 示す ような惣菜類,菓 子類がある.ほ

とん どが合成着色料を使用 し,赤 色に続 き緑

色,黄 色が使われている.赤 色102号 と色素

名まで記入してあるものが6人 お り,ま た天

表8家 庭でつくる食品への着色料使用状況

惣 菜 類 件 数 使 用 着 色 料 菓 子 類 件 数 使 用 着 色 料

赤 飯 24 赤 色 桜 餅 5 *紅,赤 色

寒 天 寄 せ 5 赤 色 ク ッ キ ー 2 赤 色

た く わ ん 漬 2 赤色 緑色 ク ッ キ ー 1 赤 色,黄 色,緑 色

た く わ ん 漬 4 黄 色 ケ ー キの ク リー ム 2 赤色,緑 色

酢 ま め 2 緑 色 か き 氷 2 赤 色,緑 色

紅 し ょ う が 2 食 紅 い も よ う か ん 2 赤色,,色

ふ き の つ く だ 煮 i 緑 色 和 菓 子 1 赤 色

な ま す 1 赤 色 ゼ リ ー 1 赤 色

で ん ぶ 1 赤 色 白 玉 だ ん ご 1 赤 色

酢 ば す 1 赤 色 団 子 1 赤色 緑色
ち ら し 寿 司 1 赤 色

*天 然着色料と書かれていたもの
もち米 と肉だん ご
の蒸 した もの

1 赤 色 無印 合成着色料と書かれていたもの
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然着色料 は桜餅にベニバナを使用 していた.

このように家庭における調理にも多数例の着

色料が使用されていることも安全面からみて

問題がある.

年代別による差が認め られたものとしては

質問1,2,5,6,で あ り,30代 の主婦が も

っ とも着色料 に対する関心が高 く,ま た天然

着色料が安全だ という天然指向の傾向がみち

れた.こ れは30代 の主婦がマス コミの影響を

強 くうけているため と思われる.

以上の調査結果から全般的に主婦の着色料

についての関心度,意 識が高いが,や むを得

ず着色料の食品が使用されていることが明ら

かであるとともに,や は り最近の傾向として

天然指向性が著 しいことが明らかになった.

N.お わ りに

市販加工食品についての着色料の実態調査,

アンケー トによる意識調査によ り次のような

ことが明 らか となった.

1.合 成着色料の使用については従来の濃い

色彩の着色は減 り2種 あるいは3種 の色素 を

配合 した色素で着色 した食品が増 し,よ りソ

フ トでナチュラルな色調で着色されている.

天然着色料は子供用の菓子類への使用が目

立ち,合 成着色料にかわって市場に多 く出ま

わっている.こ れは主婦の天然指向型の意識

に対応したもの と思われる.

2.着 色料についての最近の主婦の意識 とし

ては,合 成着色料 は安全性に疑問が持たれな

がらも使用されているが,一 方天然着色料に

ついては肯定す るものが多 く,最 近の消費者

の天然指向が うかがえる.こ れが1.に 述べた

市場状況 をささえていると思われる.

着色料はそれを使用することによって消費

者の購買欲 をさそい,食 品の劣化をか くし,
　　 　ぞユセ

また色彩 を楽 しむなどのベネフィッ ト(利益)

があげられるが,安 全性確認がいまだ行 なわ

れていない着色料 もあるという現状では,そ
　 ヨ　

の リスク(危 険性)が 重要な問題 とされなけ

ればな らないであろう.そ して食品衛生上か

ら判断 した人間の生体への利益が色彩感覚,

味覚,食 欲等の心理的影響以上に重視 されね

ばならないと思われる.

一般の人々の着色料に対する不安,不 信感

の原因はい くつ もあるにせ よ,科 学的根拠の

ないままに天然物へ と向かうことのないよう

に再度安全性に対す る正 しい理解 と学習が切

望される.さ らに関係諸機関による安全1生の

確認 と正確な表示の徹底が急拠なされ るべ き

であろ う.

最後に本研究を御指導下さいました山中,

並木両博士に感謝致 します とともに御校閲下

さいま した水島博士に深謝致 します.ま た調

査に御協力下 さいました新潟市立坂井輪小学

校の教職員ならびに父兄の方々に御礼申し上

げます.
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